
①
南
海
地
震
の
発
生
時
期

▼
南
海
地
震
は
、
過
去
の
統
計
か
ら
お
よ
そ
100

　
年
か
ら
150
年
と
い
う
サ
イ
ク
ル
で
繰
り
返
し

　
発
生
し
て
い
る
地
震
で
、
昭
和
の
南
海
地
震

　
（
昭
和
21
年
）
か
ら
お
よ
そ
60
年
経
過
し
て

　
い
ま
す
。
つ
ま
り
あ
と
30
年
で
発
生
サ
イ
ク

　
ル
に
限
り
な
く
近
づ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
南
海
地
震
が
２
０
３
０
年
ま
で
に
発
生
す

　
る
確
率
は
50
％
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

　
れ
は
い
つ
発
生
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
状

　
況
と
い
え
ま
す
。

②
地
震
の
規
模
や
津
波
の
被
害
予
測

▼
本
県
の
平
野
部
か
ら
沿
岸
部
に
か
け
て
は
、

　
震
度
６
弱
。
山
間
部
で
は
震
度
５
強
と
予
想

　
さ
れ
、
揺
れ
の
持
続
時
間
は
100
秒
間
く
ら
い

　
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
津
波
の
襲
来
は
、
早
い
と
こ
ろ
で
室
戸
や

　
足
摺
で
は
10
分
前
後
、
中
央
部
で
は
、
30
分

　
以
内
で
到
達
し
、
し
か
も
６
時
間
以
上
繰
り

　
返
し
押
し
寄
せ
て
く
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
津
波
の
高
さ
は
、
地
震
に
よ
る
地
盤
沈
下

　
や
大
潮
の
満
ち
潮
時
な
ど
の
自
然
条
件
が
重

　
な
れ
ば
、
南
国
市
で
は
お
よ
そ
８
ｍ
の
津
波

　
が
押
し
寄
せ
て
く
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
　
強
い
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
迷
わ
ず
高
台
へ

　
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
最
低
で
も
６

　
時
間
は
沿
岸
部
に
は
近
づ
か
な
い
こ
と
が
重

　
要
で
す
。

地
震
災
害

地
震
災
害

避難場所名 電　話 災   害避難場所名 電　話 災   害

錦 城 公 園

峰 寺

里 保 育 所

琴 平 山

十 市 保 育 園

十 市 小 学 校

高齢者多世代交流プラザ

稲 生 保 育 所

稲 生 小 学 校

三 和 小 学 校

大 湊 保 育 所

大 湊 小 学 校

前 浜 公 民 館

伊 都 多 神 社

スポーツセンター

あけぼの保育所

日 章 小 学 校

香 南 中 学 校

大 篠 保 育 園

865ー8801

865ー5011

865ー2188

865ー8207

865ー8246

865ー1200

865ー8338

865ー8554

865ー8238

865ー3070

865ー8015

864ー2701

864ー2726

864ー2722

863ー2482

863ー2250明 見 保 育 所

～あなたの地区にはありますか？～

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

風水

風水

風水

風水

風水

風水

風水

風水

風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

フィリピン海
プレート

日本列島

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー

ト
が
日
本
列
島
の
下
に

も
ぐ
り
込
む
。

プ
レ
ー
ト
が
も
ぐ
り
込

む
時
、
日
本
列
島
を
引

き
ず
り
込
み
、
プ
レ
ー

ト
の
ひ
ず
み
が
蓄
積
さ

れ
る
。

ひ
ず
み
が
蓄
積
さ
れ
限

界
に
達
し
た
時
、
プ
レ

ー
ト
が
は
ね
上
が
り
、

地
震
が
起
き
る
。

①②③
津波発生

南海地震の発生メカニズム南海地震の発生メカニズム

③
地
震
に
よ
る
火
災
発
生
の
恐
れ

▼
地
震
発
生
時
の
火
災
の
原
因
は
主
に
ガ
ス
と

　
漏
電
で
す
。
ガ
ス
使
用
中
に
地
震
が
発
生
し

　
た
時
は
、
動
揺
し
て
や
け
ど
を
し
な
い
よ
う
、

　
揺
れ
が
収
ま
っ
て
か
ら
元
栓
を
締
め
ま
し
ょ

　
う
。
同
様
に
漏
電
防
止
に
つ
い
て
も
揺
れ
が

　
収
ま
っ
て
か
ら
ブ
レ
ー
カ
ー
（
遮
断
器
）
を

　
切
り
ま
し
ょ
う
。
復
旧
後
の
送
電
に
よ
る
漏

　
電
を
防
ぎ
ま
す
。

　
　
日
ご
ろ
か
ら
、
防
火
に
は
注
意
を
し
、
消

　
火
器
な
ど
の
機
器
も
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

④ 

揺
れ
に
よ
る
倒
壊
の
被
害

▼
昭
和
56
年
の
建
築
基
準
法
の
改
正
前
の
木
造

　
住
宅
に
つ
い
て
は
倒
壊
す
る
確
率
が
高
い
と

　
さ
れ
、
こ
れ
は
、
平
成
７
年
の
阪
神
淡
路
大

　
震
災
の
時
に
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
南
国
市
に
お
い
て
も
、
耐
震
診
断
を
実
施

　
し
た
家
屋
の
98
％
が
何
ら
か
の
補
強
を
す
る

　
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
、
家
屋
倒
壊
の
可
能
性

　
が
高
い
と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
現
在
は
、
家
屋
の
耐
震
診
断
を
受
け
、
そ

　
れ
に
沿
っ
た
補
強
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
耐
震
診
断
に
は
、
補
助
金
制
度
が
あ
り
、
市

　
で
は
住
宅
課
が
窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

＊
耐
震
診
断
…
原
則
と
し
て
昭
和
56
年
以
前
の

　
木
造
住
宅
が
対
象
。
自
己
負
担
額
が
３
千
円

　
で
診
断
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
耐
震
診

　
断
の
結
果
、
安
全
基
準
以
下
と
さ
れ
た
家
屋

　
の
耐
震
補
強
の
補
助
制
度
を
準
備
中
で
す
。

　
　
詳
細
は
住
宅
課（
�
８
８
０
・
６
５
５
８
）

　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自分でしよう屋内の地震対策みんなで支え合う自主防災組織

南海地震情報コーナーを
　　　　　　　　ご利用ください

特集 防災
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地
震
災
害

※防災に関するお問い合わせは、総務課総務管理係（�８８０－６５５１）まで

避難場所名 電　話 災   害避難場所名 電　話 災   害

864ー1540野 田 公 民 館

863ー4559長岡西部体育館

862ー0700国 府 保 育 所

862ー0024国 府 小 学 校

864ー2927長岡西部保育所

864ー2309長 岡 小 学 校

864ー2678鳶ヶ池中学校

長岡東部保育所 864ー2357

862ー2831国 分 公 民 館

県立岡豊高校

久礼田保育所

久礼田小学校

久礼田体育館

たちばな幼稚園

白木谷小学校

奈 路 小 学 校

黒滝自然館せいらん

北 陵 中 学 校 862ー0280

863ー1313

862ー0120

862ー0122

862ー1772

862ー1212

862ー0932

862ー0161

862ー0858

　阪神淡路大震災のような大災害発生時には、
公的機関の機能がまひ状態になることが予想さ
れます。自主防災組織は、部落あるいは小学校
区など活動しやすい単位で結成され、「自分の
身は自分で守る、自分たちの町は自分たちで守
る」という観点から、風水害はもとより、近い
将来必ずやってくる巨大地震などの災害に備え
て、近隣あるいは地域で助け合う「災害に強い
町づくり」を目指すものです。
　市では、現在までに72組織（今後20組織が結
成予定）が結成され、地域の町内会単位で自主
的な訓練や講習会などを行い、防災に対する意
識を高めています。組織を新設する場合には補
助制度があり、組織立ち上げや資機材の購入な
どに役立てられています。
　あなたの地域でも、自主防災組織を発足させ
安心できる暮らしを築きましょう。

～あなたの地区にはありますか？～～あなたの地区にはありますか？～

風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

864ー0623

864ー2374大 篠 小 学 校

863ー2460香 長 中 学 校

863ー2188県立東工業高校

明見部落公民館

863ー3957大 篠 公 民 館

中 央 公 民 館

市 民 体 育 館

864ー2219後免野田小学校

863ー3155県立農業高校

864ー2880後免町公民館

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

避難場所名 電　話 災   害

南海地震の発生メカニズム

　昨年の12月21日に県下各市町村一斉に「南海
地震情報コーナー」が開設されています。
　このコーナーには、閲覧できる各種書籍類や、
配布用パンフレット、チラシ類、貸し出し用の
CD・ビデオ類が配置されています。
　市での設置箇所は、以下の７箇所です。お立
ち寄りの際は是非ご利用ください。

■設置箇所／市役所１階ホール、領石・岡豊・

　十市の３支所、図書館、保健福祉センター、
　日章福祉交流センター　

自分でしよう屋内の地震対策自分でしよう屋内の地震対策

　いざというとき、頼りになるのは自分自身。家具や調
度品などの地震に対する備えをしておきましょう。

□家具・調度品の転倒防止
　転倒防止のために金具などで柱や壁に固定します。壁
　に固定できない場合は支え棒で固定しましょう。

□家具・調度品の配置
　家具は不安定な場所に置かないようにし、転倒しても
　通路や出入口をふさがないように配置します。また、
　重い物を下に、軽い物を上に置くようにしましょう。

□ガラスの飛散防止
　窓やガラス戸にはカーテンをかけましょう。窓、ガラ
　ス戸、ガラスのある食器棚・本棚には、透明フィルム
　などを貼るのも有効です。

□寝室では
　寝ているときは無防備です。寝室には家具を置かない
　ようにし、枕もとには非常持ち出し袋と一緒に、屋内 
　に飛散したガラスでけがをしないように靴を用意して
　おきましょう。

みんなで支え合う自主防災組織みんなで支え合う自主防災組織

南海地震情報コーナーを南海地震情報コーナーを
　　　　　　　　ご利用ください　　　　　　　　ご利用ください

特集 防災
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